
１．建設事業

事業区分

１期事業 既存施設の能力増強等を実施 40 （ 64 ）

２期事業 0 （ 179 ）

建設事業費合計 40 （ 243 ）

  　注１）（　）は１８年度当初予算を示す。

  　注２）２期事業には「関西国際空港用地造成株式会社」の行う用地造成事業を含む。

  　注３）１期事業費には政府保証債７億円を含む。この他に過去の建設資金として調達していた

　　　　　資金の償還財源として政府保証債７９２億円がある。

２．経営基盤の確立

（単位：億円）

（ 90 ）

３．２期用地造成事業のスキーム見直しに伴う無利子資金の是正

（国費ベース、単位：億円）

（ 50 ）

  　注４）地方分を含めて１５億円。

関 西 国 際 空 港 株 式 会 社

関西国際空港用地造成株式会社

平成 １ ８ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日

関西国際空港関係平成１９年度予算案の内示について

　　安定的な経営基盤を確立し、有利子債務の確実な償還を期すための補給金

　　１期事業として、既存施設の能力増強に必要な事業費

（単位：億円）

　平成１９年度予算財務省原案において、関西国際空港株式会社の建設事業費４０億円、補給金９０億

円、２期用地造成事業のスキーム見直しに伴う無利子資金の是正１０億円が内示されましたのでお知ら

せいたします。

　　既に予算化されている事業費の有利子資金調達分が、スキーム見直し後の計画額を
　超えているため、無利子資金を是正

事　業　費

10無利子資金の是正

補給金 90

事　業　内　容

　連絡先
　　　○建設事業及び無利子資金の是正について
　　　　　関西国際空港（株）　計画技術部企画グループ
　　　　　　（０７２－４５５－２１６３）
　　　　　関西国際空港用地造成（株）　事業推進部企画課
　　　　　　（０７２－４５５－４７０４）
　　　○補給金について
　　　　　関西国際空港（株）　経営戦略室総合企画グループ
　　　　　　（０７２－４５５－２１１３）
　　　○政府保証債について
　　　　　関西国際空港（株）　財務部予算グループ
　　　　　　（０７２－４５５－２１２３）

１



１期事業　平成１９年度の主な実施個所

平成１９年度実施個所

ＰＴＢ増強
（ＢＨＳインライン化工事、ＰＩＳ改良工事）
（H16～H19）

鋼製橋脚耐震補強
（H18～H19）

貨物スポット増設工事
（H18～H19） 連絡橋耐風対策工事

（H17～H19）

凡　例

誘導案内灯高輝度化工事
（H16～H19）

参考資料１

２



２期事業の概況

平成１８年１１月８日現在

１期空港島

２期空港島

Ａ滑走路
（３，５００ｍ）

空港連絡橋旅客ターミナルビル

連絡誘導路

Ｂ滑走路
（４，０００ｍ）

参考資料２

３



地盤改良

ﾄﾋﾟｯｸ

護岸工事

埋立工事

年 度 １９９９ ２００７～

2007年8月2日
第２滑走路
オープン

２００３２００２２０００ ２００１ ２００４ ２００５ ２００６

'01.11.19
護岸概成
　　▼

'99.7.14着工
 ▼

'02.8.20
護岸完成（開口部以外）
　▼

■用地造成事業の概略工程

限定供用主要部
の用地造成完成
　　　　　▼

４

平成18年12月20日
関西国際空港用地造成株式会社

参考資料３

2期用地造成工事の進捗状況

2006年11月8日撮影

■ 埋 立 進 捗 状 況

：2007年供用部分（用地造成完成）

　 2007年に供用するのは、第２滑走路及び誘導路等、必要最小限の施設となります。

　 供用する部分の用地造成は、18年度に西側護岸際の盛土等を実施し、区域全てが完成しました。

2007年8月2日第2滑走路オープンに向けて準備
が進む2期空港島（写真は2006年11月時点）

２期空港島

１期空港島



　

８，４００

無利子資金５，６７０ 有利子資金
２，７３０

限定供用までの予算スキーム（平成１６年１２月予算内示）

１８年度（２００６年度）予算措置結果（現状）
有利子資金超過分
３４８

有利子資金
１，０００

無利子資金
６００

限定供用まで（平成１８年度まで） 限定供用以降に先送り

８，４００

無利子資金５，３３７

２，７３０

有利子資金
３，０６３

有利子資金超過分

３３３

１９年度（２００７年度）予算措置結果

無利子資金の是正

19年度予算内示

１５

限定供用までの予算額８，４００億円は措置されているが、未だ予算スキームに対して有利子資金が３３３億円超過している状況である。

用地造成事業における予算スキームと19年度予算内示について

単位：億円

無利子資金５，３２２

２，７３０

有利子資金
３，０７８

５



　

無利子資金６，２７０ 有利子資金５，１３０

２ 期 用 地 造 成 事 業 当 初 ス キ ー ム （ 平 成 ７ 年 ）

１１，４００

関空２期事業スキームの見直し（平成１３年 用地造成事業）

無利子資金６，２７０
有利子資金
２，７３０

コスト縮減
１，４００

９，０００

有利子資金
１，０００

　○　事業費の削減
　　　　１，４００億円程度（約１２％）ものコスト縮減
　　　　１兆１，４００億円→約１兆円
　○　段階的施工
　　　　２００６年までに約９，０００億円、２００７年以降に約１，０００億円実施
　○　２００６年度までに無利子資金６，２７０億円全額注入
　　　　国・自治体は２００６年度までに出資及び無利子貸付を行う

供用開始時まで 供用開始以降

１０，０００

（参考）２期用地造成事業の当初スキームと事業スキームの見直しについて 単位：億円

６

無利子資金５，６７０
有利子資金
２，７３０

限定供用までの予算スキーム（平成１６年１２月予算内示）

有利子資金
１，０００

無利子資金
６００

限定供用まで 限定供用以降に先送り

８，４００

有利子資金
２，７３０


